
館林市子ども・子育て会議委員委嘱状交付式および 

令和７年度第２回館林市子ども・子育て会議 議事録【概要】 

 

１ 日  時  令和７年１０月１５日（水）午後１時３０分～午後３時２０分 

 

２ 場  所  館林市役所５階 ５０１AB会議室 

 

３ 出 席 者 

【館林市子ども・子育て会議委員】 １２名 

森会長、米沢副会長、角田委員、大野委員、藤倉委員、高際委員、長柄委員、 

吉澤委員、橋本委員、廣瀬委員、原委員、香川委員（以上名簿順） 

※中村委員、三田委員、沖野委員欠席 

【市】 １４名 

  健康こども部：木村部長  

健康推進課：新宮課長、齋藤母子保健第２係長  

子育て支援課：折原課長、多田子育て支援係長、飯塚こども相談係長、 

有川 

こ ど も 課：萩本課長、飯塚入園給付係長、鈴木施設支援係長、根岸主任 

児童センター：蓮見所長 

学校教育課：鯉沼指導主事 

生涯学習課：石井青少年係長 

【委託業者】 ２名 

 株式会社アールピーアイ栃木 谷田部氏、森氏 

【傍聴者】 なし 

 

４ 配布資料 

・会議次第 

 ・館林市子ども・子育て会議委員名簿 

 ・館林市子ども・子育て会議について 資料１  

・第3期館林市子ども・子育て支援事業計画について 概要版  

・館林市こども計画策定に係る基礎調査について 資料２  

・意見聴取テーマの検討・実施方法について 資料３ 



・館林市子ども・子育て会議条例 

 

５ 会議内容（概要） 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 委嘱状交付 

  多田市長より、委員１１名へ委嘱状を交付 

  ※委員１名は遅れて出席のため委嘱状交付式不在 

 ⑶ あいさつ 

  多田市長よりあいさつ 

 ⑷ 自己紹介 

名簿順に委員の自己紹介および市職員の自己紹介を行った。 

 ⑸ 会長・副会長の選出 

藤倉委員より事務局一任が提案され、事務局（案）として、会長を学識経験者の

森静子委員に、副会長を館林市区長協議会理事の米沢康委員に引き続きお願いたい

旨の提案があった。 

※賛成多数のため、提案どおり会長及び副会長が決定。 

 【会長・副会長よりあいさつ】 

森会長    令和5年に制定されたこども基本法により、こどもから若者ま 

      で支援の対象が広げられ、若者たちの思いを含め目の前にいるこ 

どもたちがより良い形でよりよい時間を過ごせるように、皆様か 

らの忌憚のないご意見をいただき、こどもたちの未来のためのア 

ンケートに繋げていきたい。 

米沢副会長  こども子育ては少子高齢化の中で重要な位置づけであって、会議 

      の中で色々な意見を出し合いながら、引き続きの委員の方は今まで 

      の経験を活かし、新しく加わった委員は新しい発想で充実した会議 

      にしていきたい。 

（委員到着）  自己紹介 

 ６ 議事 

（１）館林市子ども・子育て会議について 

（資料１）館林市子ども・子育て会議について 

事務局より説明 

 



（質疑応答なし） 

 

（２）第３期館林市子ども・子育て支援事業計画について 

（資料）概要版 

事務局より説明 

 

（質疑応答なし） 

 

（３）館林市こども計画策定に係る基礎調査について 

（資料２－１）「市町村こども計画」の構成表 

（資料２－２）館林市こども計画に係る基礎調査について 

・子どもの生活実態把握調査（小中学生）（案）①-１ 

・子どもの生活実態把握調査（保護者）（案）②-１ 

・こども・若者の意識と生活に関する調査（案）③-１ 

（資料２－３）追加調査項目について 

㈱アープピーアイ栃木谷田部氏および事務局より説明 

 

（質疑応答） 

会長 皆様からご意見をいただきたいが、「こうしたい」といった具

体的な提案をするのは難しいと考えている。そのため、事務局に

依頼し、熟慮の末に思いついたことをメールで送信できる窓口を

設けてもらっている。本日は、本会議を聞いて感じたことや気付

いた点、感想などを1分程度でお話しいただきたい。皆様の立場

や視点は貴重であり、非常にありがたく思う。 

委員 

 

自分自身、これまでは子どもの視点を中心に物事を考えていた

が、本日の会議を通じて、子どもだけでなく、30歳までの幅広い

世代、すなわち大人の視点からも物事を捉える必要があると認識

した。 

また、大人の視点を含め、さまざまな世代の立場から物事を考

察することの重要性について学ぶ機会となった。 

会長 館林市の多くの課が関与しており、子ども・子育ての関係課だ

けでなく、社会全体で子どもに関わる必要がある。館林市の総合

計画においては人口増が重要な課題であり、人口が集まることで

商業も活発化する。子どもは未来を担う存在であり、そのために

学校関係者も含めて多様な人々が関与することが求められる。子

どもの数は減少傾向にあり、学校長経験者もその変化を実感して



いる。過去を振り返り、何があれば良かったかを一人ひとりが考

え、今のように皆で取り組むことが重要である。こうした意見を

集めながら、今後も進めていく方針である。 

委員 説明を受けた結果、「アンケート調査の実施の意図」と「こど

も大綱」について、双方に認識のずれが生じていると感じてい

る。例えば、子どもの生活実態調査（小中学生）（案）①-１、

Ｐ10「問４」から「問８」の項目は学校生活に限定される内容で

はなく、家庭学習なども含まれるべきである。アンケートの意図

が他自治体と異なる印象を受けたため、特に「学習ができない」

ことについては、貧困や家庭環境など多様な要因を考慮すべきで

ある。従って、意図の部分について再検討を求めるものである。 

委員 事前にアンケートに目を通したが、学校内での不登校などの問

題が気になっている。 

 質問の仕方については、受け取りやすい表現に工夫し、簡単に

済ませるのではなく、異なる視点から深掘りすることで新たな意

見が引き出せる可能性がある。また、追加の質問も重要である。

資料２-３、Ｐ55、№4と№5の質問は特に良いと感じた。今の環

境下で次世代の子育てには手厚い支援が不可欠であり、それがな

ければ子どもの数は増えないと考える。 

委員 追加調査項目として、ファミリー・サポートについては、利用

意向や周知状況、実際にどの程度使ってみたいかを把握する必要

がある。また、使いたい場面や、使いたいが使えない理由につい

ても調査することで、今後のファミリー・サポートの向上に資す

る意見を収集できると考える。 

資料２-３、Ｐ55、№７「屋内遊戯施設」については、ぜひ設

置を検討していただきたい。個人的にも強く要望しており、参加

者の意見としても取り上げる価値が高いと考える。館林市の子育

て会議に参加することで、市が多様な課題に取り組んでいること

が理解できるが、参加しない市民にはその実態が伝わりにくいと

いう課題がある。他自治体では、ＳＮＳ等を活用して子育て施策

や会議の内容を積極的に発信している事例もあるため、館林市と

しても子育て支援の取り組みを可視化し、広く発信することが重

要であると考える。 

会長 やはり保護者の方が目にすることを想定した内容にする必要が

あるということか。 



委員 この場に参加したことで、実際にどのようなことが行われてい

るのか理解できたが、参加していない人にはその実態が伝わりに

くいという課題がある。今は広報よりもＳＮＳの方が重要であ

り、ＳＮＳ等を活用して子育て施策や会議の内容を積極的に発信

することが必要だと考えられる。 

委員 学校について多く質問されること、また「勉強時間がどのくら

いか」という問いが何につながるのか疑問に感じた。自分として

は「どうやって勉強しなければならないのか」と考えてしまう

が、勉強以外にも大切なことがあるのではないかと思う。勉強と

いうと成績向上を連想しがちだが、何事も勉強であり、自分の興

味が将来につながると考えている。そのため、「勉強時間」に関

する質問には疑問を感じた。また、アンケートを行うこと自体は

良いと思うが、小学校低学年には実施されていない理由が気にな

った。低学年にも意見はあるはずであり、どのように意見を引き

出すかを考える必要があると感じた。アンケートは、参加者の声

を聞くことができる点で非常に有意義である。多くの場合、設問

ごとに該当する項目を選択する形式が採用されているが、この方

法でも自分自身でしっかりと考えることができる。しかし、文章

として自分の考えを書く作業は決して容易ではない。文章形式で

自由に記述することで、自分の声をより深く掘り下げて表現でき

るだけでなく、その過程で自分自身について新たな気づきを得る

ことができると考える。 

委員 本会議に出席したことで、館林市が子どもや若者のためにさま

ざまな施策に取り組んでいることを実感し、自分自身も多くの学

びを得ることができた。今後も、子どもや若者が将来に希望を持

てるような、切れ目のない支援が大切であると改めて感じた。ま

た、この実態調査には多くの内容が含まれている。調査自体を実

施していただくことは非常に意義深いことである。しかし、小学

５年生や中学２年生、保護者などに対して、事前にアンケートの

意味や目的をしっかり発信することも重要であると考える。ただ

アンケートを実施すれば良いというものではなく、一人ひとりが

自分ごととして捉え、真剣に答えてもらえることが望ましいと思

う。 

会長 やり方が大事ということか。 



委員 幼稚園、子ども園、保育園では外国籍の子どもが増加してい

る。その保護者も回答しやすいアンケート内容を検討していくべ

きであると考える。 

委員 私からの要望であるが、小学校5年生や中学校2年生といった学

年については、先生方にはご負担をおかけすることになるが、ぜ

ひ学校で実施してほしいと考える。理由として、5年生で理解で

きる児童は問題ないが、アンケートの目的を保護者にきちんと伝

えられるか疑問が残る。学校から持ち帰った場合、「やらなけれ

ばならない」となり、保護者が「やりなさい」と指示して終わる

だけでは意味がない。わからない場合には「これは何」と尋ね、

保護者が答えを教えてしまう状況も想定される。そのため、学校

の環境を活用し、無理なく実施してもらいたい。もちろん、保護

者が家庭で取り組むことも問題ないが、これは一つの方法であ

る。また、子どもと保護者の意識については、15歳から39歳の世

代で意識や価値観が大きく異なると考える。学生やその属性につ

いては、さらに細分化して捉える必要があると感じた。 

委員 「目的をしっかり伝える」ことは、アンケートの目的を明確に

するという点で非常に重要である。小学生や中学生、または若者

に対しても、アンケートの目的を本人や保護者が認識した上で回

答してもらうことで、効果が大きく異なると考える。次に、学校

生活の中で子どもたちが安心して過ごし、学べる環境を整えるた

めにはどうすれば良いかを考える必要がある。そのため、調査結

果を校長先生方に返却し、学校現場でどのように活かせるかを検

討する責任を強く感じている。今後は、結果の活かし方も含めて

考えていきたい。 

委員 子どもの生活実態把握調査（保護者）（案）②-１、Ｐ23、問1

3以降にもいくつか設問があるように、教育施設における関わり

の範囲は非常に広く、保護者や仲間との関係性も重要視されてい

るが、実際にはＹｏｕ Ｔｕｂｅや携帯電話を子どもに見せてい

るという話をよく耳にする。そこで、母親が子どもと一緒に遊ぶ

時間が1日にどれほどあるのかを尋ねることが有意義であると考

える。 

委員 保護者向けアンケートについて、年齢ごとにどのように成長し

て欲しいかという希望や、悩み、要望、疑問点などを自由に記入

できるアンケートにすることで、より有意義な内容となると考え

る。 



副会長 このアンケートには、将来の施策の参考となる多様な意見が集

まることが望ましい。個人の環境に応じた意見や、保護者・若者

からの自由記述も重要である。一方で、設問の言葉遣いが子ども

にとって厳しく感じられる場合があり、子どもの生活実態把握調

査（小中学生）（案）①-１、Ｐ11、「問８.いつごろから、授業

がわからないことがあるようになりましたか。」「問11.あなた

は、地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動に参加し

ていますか。」など、特に支援が必要な子どもほど回答しづら

く、アンケート全体がネガティブな印象になりやすい。そのた

め、子ども向けの設問は、言葉のニュアンスを柔らかくし、苦手

意識を持つ子どもにも配慮した内容とする必要があると考える。 

会長 念のため事務局に確認するが、今回のアンケートの回答方法は

すべてＷｅｂであるか。 

事務局 今回は全てＷｅｂアンケートを前提とした。 
 

 

 

（４）意見聴取テーマの検討・実施方法について 

（資料３）こども・若者の意見聴取について 

㈱アールピーアイ栃木谷田部氏および事務局より説明 

 

（質疑応答なし） 

 

（５）その他 

事務局より３点説明 

・本日の基礎調査・意見調整に関する追加の質問や意見は、10月29日（水）ま

でに事務局へ連絡すること。 

・新たに議員として出席した方は、会議後に事務手続きのためそのまま待機す

ること。 

・次回会議は11月12日（水）13時30分から開催予定。詳細は後日案内されるの

で、出席をお願いする。 

 

５．閉会 

 ※会議終了後、遅れて参加した委員に健康こども部長より委嘱状を交付 

 

 

 


